
ヘルスケア関連団体のネットワークづくりを支援する情報誌

人とのつながりを大切にする

今
年
度
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
独
立
し
た
形
で

地
域
学
習
会
報
告
会
が
行
わ
れ
、
全
国
8
地
域
の

多
彩
な
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
患
者
と

医
療
者
の
よ
り
よ
い
関
係
づ
く
り
や
、
福
祉
の
充
実

を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

今
号
は
、
活
性
化
し
て
い
く
地
域
学
習
会
の
様
子
や

各
団
体
の
新
た
な
試
み
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
に

お
届
け
し
ま
す
。

夏
目
漱
石
の
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
や

道
後
温
泉
で
お
な
じ
み
の
愛
媛
県
。

最
近
は
「
し
ま
な
み
海
道
」
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
人
気
で
す
。

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、風
を
感
じ
な
が
ら
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
る
…
。

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
は
、

い
ち
ば
ん
贅
沢
な
旅
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
報
告

　
　
第
10
回
　
関
東
学
習
会
 ｉｎ
東
京
（
5
月
11
日
）

　
　「
受
診
ノ
ー
ト
」「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
討
議

　
　
第
5
回
　
沖
縄
学
習
会
ｉｎ
沖
縄
（
5
月
12
日
）

　
　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
強
化
の
方
法
を
「
人
材
」
に
絞
っ
て
検
討

　
　
第
5
回
　
北
陸
学
習
会
ｉｎ
富
山
（
6
月
21
・
22
日
）

　
　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
役
割
を
テ
ー
マ
に
じ
っ
く
り
討
議

　
　
第
2
回
　
東
海
学
習
会
ｉｎ
愛
知
（
6
月
28
・
29
日
）

　
　
10
の
問
題
提
起
か
ら
関
心
の
あ
る
項
目
を
討
議

　
　
第
11
回
　
関
東
学
習
会
 ｉｎ
東
京
（
6
月
29
日
）

　
　
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
も
設
け
て
、
活
発
に
意
見
交
換

　
　
第
8
回
　
九
州
学
習
会
 ｉｎ
佐
賀
（
7
月
26
日
）

　
　
患
者
の
悩
み
に
ど
う
対
応
？
「
相
談
員
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
を
検
討

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体

活動レポート第15回（2008）
マ
ネ
コ
と
キ
ネ
コ
の

情
報
ひ
ろ
ば

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
第
16
回
 

社
団
法
人
　
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
　
　
　
　
　
会
長
　
長
谷
川
　
三
枝
子

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

協
力
す
る
模
擬
患
者
の
取
り
組
み

医
療
に
お
け
る  

新
し
い
活
動
や  

社
会
の
動
き
を  

お
伝
え
し
ま
す

トピックス

患
者
自
ら
の
経
験
を
基
に
、
医
学
の
教
科
書
を
!!

　
　
　
　
　
　
　
「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

2・１612・1114・13 5・4・38・710・9

体
験
的
専
門
知
識
　体
験
し
た
か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 ひ
ょ
う
ご
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
 
代
表
　中
田
　
智
恵
海

第2回

知
恵
の

泉

 
　
　
　
　
　第
14
回
　会
の
運
営
に
役
立
つ
ハ
ウ
ツ
ー
集

「
介
護
体
験
集
　
男
の
介
護
」
を
発
行
　
　

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

活　動
レポート

2
0
0
8
年
度
地
域
学
習
会
報
告
会
・
進
行
役
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

8
地
区
の
地
域
学
習
会
の
運
営
委
員
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
や
討
議
を
実
施



2008年度地域学習会報告会・進行役スキルアップ研修会（7月12日・13日）　

7
月
12
日
・
13
日
に
、
各
地
域
学
習
会
運
営
委
員
と
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
（
V
H
O
‐
n
e
t
）

世
話
人
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
準
備
委
員
を
対
象
に
、
進
行
役
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
と
地
域
学
習
会
報
告
会
が
、
東
京
の

ア
ポ
ロ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
地
域
学
習
会
報
告
会
の
様
子
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

8
地
区
の
地
域
学
習
会
の
運
営
委
員
が
集
ま
り
、

　熱
心
に
情
報
交
換
や
討
議
を
実
施

　進
行
役
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

7
月
12
日
に
、「
会
議
の
進
め
方
」
を

テ
ー
マ
に
、進
行
役
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
効
率
よ
く

円
滑
に
会
議
を
進
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、参
加

者
か
ら
は
「
持
ち
味
を
生
か
し
て
、自
分

ら
し
く
伝
え
て
い
け
ば
い
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　初
め
て
の
試
み

　地
域
学
習
会
報
告
会

こ
れ
ま
で
、
地
域
学
習
会
報
告
会
は
、

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

団
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、各
地
域
学
習
会
の
活
動
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
た
た
め
、2
0
0
8
年

は
報
告
会
を
独
立
さ
せ
て
7
月
13
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
各
地
域
学
習
会
の

報
告
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
学
習
会
の

運
営
方
法
や
課
題
に
つ
い
て
の
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
海
道
学
習
会

2
0
0
7
年
8
月
と
2
0
0
8
年
6
月

に
就
労
支
援
な
ど
を
テ
ー
マ
に
地
域

学
習
会
を
開
催
し
た
が
、
参
加
者
が

少
な
く
、
運
営
自
体
に
苦
労
し
て
い
る
。

難
病
連
へ
の
協
力
依
頼
や
、
各
団
体
の

北
海
道
支
部
に
参
加
案
内
を
出
し
て
い

る
が
、
他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。
北
海
道
と
い
う
広
い
地
域

で
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
か
、ど
う
ま
と
め

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
。

●
対
象
地
域
　
北
海
道
全
域

　
東
北
学
習
会

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
実
習
な
ど
の
実
践
的
な

取
り
組
み
や
、
仙
台
市
障
害
者
保
健

福
祉
計
画
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
行
政
へ

の
働
き
か
け
を
実
現
。
あ
る
程
度
成
果

が
得
ら
れ
た
の
で
、今
後
は
活
動
を
東
北

全
域
へ
広
げ
る
こ
と
が
課
題
。
ま
た
、
要

援
護
者
へ
の
災
害
時
の
対
応
や
福
祉

避
難
所
な
ど
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し

て
き
た
が
、
2
0
0
8
年
6
月
の
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
に
よ
っ
て
、
避
難
経
路
の

再
検
索
な
ど
、
具
体
的
な
問
題
が
見
え

て
き
た
の
で
、更
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
対
象
地
域
　
東
北
全
域

　
関
東
学
習
会

2
0
0
8
年
は
、
模
擬
患
者
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ（
P
11
参
照
）を
テ
ー
マ
に
講
演
会
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
現
在
、
患
者
か

ら
医
療
者
側
に
積
極
的
に
患
者
の
声
を

届
け
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、「
受
診
ノ
ー
ト
」

や
、「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書



（
P
9
参
照
）
」
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
関
東
学
習
会
の
メ
ン

バ
ー
に
は
、全
国
的
な
組
織
の
役
員
や
医
療

関
係
者
が
多
い
た
め
地
域
に
関
連
す
る

共
通
の
テ
ー
マ
を
見
い
だ
し
に
く
い
。

今
後
は
、
各
団
体
の
交
流
を
重
視
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
同
士
が
悩
み
を
語
り
合
う
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、フ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
の

工
夫
を
積
極
的
に
重
ね
て
い
き
た
い
。

●
対
象
地
域
　
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
・

　
　
　
　
　
　
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
山
梨

※
長
野（
居
住
地
、交
通
の
便
に
よ
る
）

　
東
海
学
習
会

難
病
連
や
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
2
0
0
7
年
12
月

に
発
足
し
た
ば
か
り
。ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

団

体
の
運

営
や

後
継
者
の
育
成
、

行

政
へ
の
要
求
の

在
り
方
な
ど
、多
彩

な
テ
ー
マ
で
学
習
会

を
行
っ
て
き
た
が
、

「
も
っ
と
時
間
を
か

け
て
意
見
交
換
を

行
い
た
い
」
と
い
う

要
望
が
強
か
っ
た

た
め
、
2
0
0
8
年

6
月
に
宿
泊
研
修

を
実
施
。
お
互
い
の

理
解
を
深
め
た
上

で
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
っ
た
結
果
、
活
動
に
向
け
て
意
識
の

高
ま
り
が
み
ら
れ
た
。

●
対
象
地
域
　
愛
知
・
静
岡
・
三
重
・
岐
阜
・

　
　
　
　
　
　
長
野

　
北
陸
学
習
会

　医
療
過
疎
や
地
域
活
動
の
希
薄
さ
な
ど

か
ら
、
各
団
体
の
横
の
つ
な
が
り
が
な
か

っ
た
が
、
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

を
機
に
患
者
団
体
の
発
足
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
機
運
が
生
ま
れ
、
富
山
を
中
心
に
少

し
ず
つ
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
6
月
に
実
施
し
た
宿
泊

研
修
は
成
功
だ
っ
た
が
、
準
備
な
ど
運
営

委
員
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
が
反
省

点
。
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
富
山
県

以
外
で
の
学
習
会
開
催
な
ど
、北
陸
４
県

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
ま
た
、
参
加

意
識
を
高
め
る
た
め
に
学
習
会
の
報
告

な
ど
も
き
め
細
か
く
行
い
た
い
。

●
対
象
地
域
　
富
山
・
石
川
・
福
井
・
新
潟

　
関
西
学
習
会

2
0
0
8
年
1
月
に
「
メ
ン
バ
ー
の
意
見

が
異
な
る
と
き
、意
見
を
集
約
し
て
一
つ
の

方
向
性
を
見
出
す
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
開
催
。
し
か
し

そ
の
後
、メ
ン
バ
ー
の
体
調
不
良
や
、
利
用

し
て
い
た
会
場
が
閉
館
に
な
る
な
ど
の

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
続
き
、
活
動
が
低
調
で

あ
っ
た
。
今
後
は
、
継
続
的
に
参
加
で
き

る
メ
ン
バ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
利
用

で
き
る
会
場
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
技
術
の
向
上
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
学
習
会
発
足
当
初
か
ら
行
っ
て

き
た
医
学
教
育
の
場
を
想
定
し
た
模
擬

講
演
は
好
評
な
上
、
積
極
的
に
参
加

す
る
メ
ン
バ
ー
も
多
い
の
で
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
た
い
。

●
対
象
地
域
　
大
阪
・
兵
庫
・
奈
良
・
滋
賀
・

　
　
　
　
　
　
京
都
・
和
歌
山
・
四
国

　
九
州
学
習
会

2
0
0
8
年
2
月
に
開
催
し
た
学
習
会

で
は
、「
患
者
・
家
族
の
交
流
会
の
進
め

方
」「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
活
用
法
」

「
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
活
用
術
」「
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
の
勧
め
」「
患
者
団
体
設
立
時
の

医
療
者
へ
の
協
力
」
を
テ
ー
マ
に
、グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
自
分
自
身
の
失
敗
や

成
功
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
短
時
間
で

シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
寸
劇
に
挑
戦
し
た
。

今
後
、
医
療
関
係
者
と
共
に
啓
発
劇

づ
く
り
を
す
る
の
も
有
効
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

●
対
象
地
域
　
九
州
全
域

　
沖
縄
学
習
会

学
習
会
の
開
催
を
３
か
月
に
１
回
、
第
２

月
曜
日
と
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。
患
者

力
を
高
め
る
た
め
に
、
会
議
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
を
通
し
て
課
題
の
解
決

方
法
や
進
行
方
法
を
学
ん
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
学
習
会
を
ス
ム
ー
ズ
に

運
営
で
き
る
よ
う
に
な
り
、課
題
の
共
有

な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

今
後
は
、運
営
に
対
し
て
受
け
身
に
な
り

が
ち
な
メ
ン
バ
ー
に
、
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
が
課
題
。
ま
た
、
開
催

時
間
の
延
長
や
、テ
ー
マ
の
選
定
な
ど
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
対
象
地
域
　
沖
縄（
離
島
を
含
む
）

活動レポート

2
日
間
の
研
修
と
討
議
を
終
え
て
、

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
学
習
会
の

報
告
も
じ
っ
く
り
行
う
こ
と
が
で
き
、

討
論
も
活
発
で
よ
か
っ
た
」「
人
が
集

ま
る
充
実
し
た
学
習
会
に
し
て
い
き
た

い
、長
い
ス
タ
ン
ス
で
が
ん
ば
り
た
い
」

「
地
方
の
小
さ
な
団
体
だ
が
、学
ん
だ

こ
と
を
持
ち
帰
っ
て
日
々
の
活
動
に

活
か
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。



 活動レポート第15回（2008）

ど
ん
な
人
材
が
、
な
ぜ
必
要
、
ど
う
確
保
す
る
?

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
強
化
の
方
法
を
「
人
材
」
に
絞
っ
て
検
討

第
5
回
　
沖
縄
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
ｉｎ
　
沖
縄
（
5
月
12
日
）

「
受
診
ノ
ー
ト
」「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書
」
に
つ
い
て

具
体
的
な
討
議
が
行
わ
れ
る

第
10
回
　
関
東
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
 ｉｎ
 
東
京
（
5
月
11
日
）

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
伝
え
た
い
人
は
誰
?
〜
会

（
組
織
）の
運
営
に
必
要
な
人
材
と
は
〜
」
。

2
組
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

A
グ
ル
ー
プ
は
一
般
の
会
員
、
B
グ
ル
ー
プ
は

会
の
リ
ー
ダ
ー
と
意
図
的
に
分
け
て
の
試

み
で
す
。（
1
）
必
要
な
人
材
・（
2
）
な
ぜ

必
要
か
・（
3
）ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
の

3
項
目
に
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
を
書
き
、

討
論
に
入
り
ま
し
た
。

A
グ
ル
ー
プ
で
は（
1
）リ
ー
ダ
ー
、（
2
）会
員

の
意
見
を
ま
と
め
る
・
全
体
を
見
て
他
の

人
を
動
か
し
て
い
く
た
め
に
、（
3
）他
団
体

と
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
、
ま
た
、（
1
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、（
2
）
会

に
参
加
し
た
い
が
一
人
で
は
困
難
な
た
め

患
者
の
ヘ
ル
プ
と
し
て
必
要
、（
3
）専
門
職
、

看
護
学
生
、一
般
と
目
的
毎
に
対
象
者
を

絞
り
募
集
、
育
成
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

B
グ
ル
ー
プ
は（
1
）パ
ソ
コ
ン
上
級
者
、役
員
・

運
営
委
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
挙
が
っ
た

こ
と
か
ら
「
会
員
に
多
種
多
様
な
職
種
の
人

が
い
る
と
会
に
広
が
り
が
生
ま
れ
る
。
そ
の

た
め
当
事
者
以
外
や
、リ
ハ
ビ
リ
や
ケ
ア
が
で

き
る
専
門
職
を

会
員
と
し
て
確

保
す
る
方
策
は

な
い
か
」
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

「
今
回
、（
1
）

（
2
）（
3
）
と

筋
道
を
立
て
る

こ
と
で
所
属
す

る
会
の
強
み
・

弱
み
が
見
え
た
」

「
人
材
確
保
で
は
会
の
な
か
に
ど
ん
な
人
材

が
い
る
の
か
も
っ
と
知
り
育
成
し
て
い
く
こ
と

も
大
切
だ
と
学
ん
だ
」「
（
2
）の
な
ぜ
必
要

な
の
か
を
き
ち
っ
と
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
だ
と
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
や
、「
他

の
会
の
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
」
な
ど
の

発
展
的
な
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■あすなろ会　■下垂体患者の会　■再生つばさの会

■天使のつばさ　■NPO法人線維筋痛症友の会

■竹の子の会　■中枢性尿崩症の会　■CMT友の会〈準備会〉

■NPO法人東京難病団体連絡協議会　■ポリオの会

■つくしの会（軟骨無形成症患者・家族の会）

■NPO法人日本IDDMネットワーク　■（社）日本オストミー協会

■日本コンチネンス協会　■NPO法人がん患者団体支援機構

■全国慢性頭痛の友の会　■（社）全国脊髄損傷者連合会

■NPO法人地域診療情報連携協議会　■腎性尿崩症友の会

5
月
11
日
東
京
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
本
社
で
、

関
東
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
「
中
枢
性
尿
崩
症（
C
D
I
）の
会
」
の

大
木
里
美
さ
ん
、「
N
P
O
法
人
東
京
難
病

団
体
連
絡
協
議
会
」
の
杉
田
清
子
さ
ん
が
、

患
者
が
直
面
し
て
い
る
問
題
や
医
療
者
に

訴
え
た
い
こ
と
、今
ま
で
の
団
体
の
活
動
な
ど

を
「
患
者
が
作
る

医
学
の
教
科
書
」

で
使
用
す
る
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
に
そ
っ
て
、

発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
回
の

学
習
会
か
ら
始
ま

っ
た
取
り
組
み
で
、

患
者
の
視
点
や

患
者
中
心
の
体
験

的
知
識
を
整
理
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

次
に
、「
受
診
ノ
ー
ト
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
制
作
を
担
当
し
て
い
る

「
N
P
O
法
人
地
域
診
療
情
報
連
携
協
議

会
」
の
瀧
澤
清
美
氏
が
サ
イ
ト
画
面
を
提
示

し
な
が
ら
、
詳
し
い
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

「
受
診
ノ
ー
ト
」
と
は
、医
師
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
た
め
に
、患
者
会
が
作
成

し
た
問
診
票
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
で
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
項
目
リ
ス
ト
を
公
開
し
、
各
々

の
団
体
が
必
要
な

項
目
を
選
ん
で
活

用
す
る
と
い
う
形
で

制
作
し
て
い
ま
す
。

瀧
澤
氏
は
「
半
年

ほ
ど
試
用
期
間
を

設
け
、
使
い
や
す
く

改
善
し
て
い
き
た
い
。

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
慣
れ
て

い
な
い
団
体
も
あ
る

の
で
、
最
初
の
段
階
で
は
印
刷
し
て
使
え
る

も
の
と
し
、
将
来
的
に
は
も
っ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
特
性
を
生
か
し
た
も
の
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書
」
に
つ
い
て

は
、
各
団
体
に
原
稿
執
筆
を
依
頼
し
、

今
年
中
に
20
団
体
程
度
の
原
稿
を
ま
と

め
、
書
籍
と
し
て
の
発
刊
を
め
ざ
す
と
の

こ
と
で
し
た
。

学
習
会
の
最
後
に
は
、団
体
の
新
し
い
取
り

組
み
や
、運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、自
由
に

語
り
合
う
情
報
交
換
の
時
間
が
設
け
ら
れ

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
団
体
準
備
会
に
、

他
の
団
体
か
ら
「
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

（
参
加
/
11
団
体
13
名
）

春から夏にかけて、6つの地域
学習会が行われました。
今回は、「患者が作る医学の
教科書」（P9参照）プロジェクト
で使用するフォーマットにそって
活動報告を行う、限定した
テーマから自分で選んで話し
合いに参加する、じっくり話し
合うためのフリートークの時間
を設けたり、宿泊研修をする
など、より議論を深めるための
工夫が各地域で見られました。



10
の
問
題
提
起
か
ら
関
心
の
あ
る
項
目
を
討
議

情
報
交
換
、
団
体
間
の
連
携
強
化
に
成
果

第
2
回
　
東
海
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　ｉｎ
　
愛
知

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
役
割
を
テ
ー
マ
に
じ
っ
く
り
討
議

泊
ま
り
が
け
の
合
宿
学
習
会
を
開
催
　

第
5
回
　
北
陸
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
ｉｎ
　富
山

きねこ
「地域ごとに議論の

工夫が行われてる

にゃ～」

6
月
21
日
・
22
日
、
富
山
市
の
「
か
ん
ぽ
の

宿
富
山
」
で
北
陸
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の

役
割
に
つ
い
て
の
明
確
な
意
識
づ
け
」「
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
議
事
進
行
な
ど
の

資
質
の
向
上
」「
交
流
を
は
か
り
、
協
力
、

連
携
を
深
め
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
地
域

学
習
会
で
は
初
め
て
の
合
宿
ス
タ
イ
ル
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

北
陸
学
習
会
は
富
山
県
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
福
井
県
か
ら
の
参
加

が
あ
り
、
ま
た
合
宿
学
習
会
を
控
え
た

東
海
学
習
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、三
重
県
か
ら

見
学
を
兼
ね
て
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
の
会
（
V
H
O-

n
e
t
）
」
監
事
で
、

埼
玉
県
立
大
学
教
授
の
高
畑
隆
さ
ん
が

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
参
加

者
が
自
己
紹
介
を
行
い
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

思
い
や
、
団
体
運
営
に
つ
い
て

の
悩
み
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の

役
割
」
に
つ
い
て
、
2
日
間
を

か
け
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、「
仲
間

づ
く
り
を
進
め
、
地
域
活
動
を

基
本
に
、
全
国
、
世
界
に
情
報
発

信
し
て
い
こ
う
」「
リ
ー
ダ
ー
は
、

会
員
に
信
頼
さ
れ
る
団
体
の
顔
を
め
ざ
そ

う
」
「
会
員
が
確
か
な
情
報
を
見
抜
き
、

自
己
管
理
で
き
る
よ
う
に
団
体
の
支
援
が

必
要
」
な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
リ
ー
ダ
ー
と
会
員
、
支
援
者
と
当
事

者
は
、サ
ポ
ー
ト
す
る
上
下
の
関
係
で
は
な

く
、
同
じ
立
場
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
べ
き
」

「
ケ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
ケ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
」

と
、
両
グ
ル
ー
プ
か
ら
同
じ
趣
旨
の
意
見

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
で
は
、
事
前
課
題
の
設
定

や
、進
行
や
記
録
、発
表
な
ど
の
役
割
分
担
、

グ
ル
ー
プ
討
議
の
進
行
研
修
の
実
施
な
ど
、

充
実
し
た
学
習
会
を
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。

■NPO法人難病ネットワークとやま
■（社）認知症の人と家族の会富山県支部　
■富山IBD　■日本ALS協会富山支部　
■全国脊髄小脳変性症友の会（SCD友の会）　
■福井IBD

知
多
郡
東
浦
町
の
「
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
」

に
て
、
18
団
体
24
名
の
参
加
で
1
泊
2
日

東
海
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
患
者
・
家
族
の
声
を
ど
う
社
会
に
発
信

す
る
か
」
。
ま
ず
、
日
本
難
病
・
疾
病
団
体

協
議
会
副
代
表
の
野
原
正
平
氏
が
「
患
者

力
を
考
え
る
　
体
験
的
患
者
論
」
と
題
し
、

患
者
会
活
動
に
関
わ
る
ご
本
人
の
体
験
を

も
と
に
講
演
。
そ
の
な
か
で
10
の
問
題
提
起

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
3
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者

一
人
ひ
と
り
が
ど
の
問
題
に
一
番
関
心
を
持

っ
た
か
を
理
由
も
含
め
て
出
し
合
い
、
活
発

な
討
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で

各
患
者
会
の
疾
患
の
状
況
や
運
営
の
悩
み
、

解
決
へ
の
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
情
報

交
換
も
行
わ
れ
、
翌
日
グ
ル
ー
プ
発
表
と

な
り
ま
し
た
。
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
関
心
を
も

っ
た
の
は
「
励
ま
し
合
い
」「
人
材
・
後
継
者

づ
く
り
」
で
し
た
。
会
場
で
集
め
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
、「
医
療
や
地
域
性
、
事
情
が
あ

る
な
か
で
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
工
夫
の

様
子
が
わ
か
っ
た
」「
会
の
代
表
者
が
横
に
つ

な
が
り
、
皆
で
話
し
合
っ
て
解
決
の
方
向
へ

向
か
え
る
の
で
は
な
い
か
。
結
束
は
大
き
な

財
産
だ
」「
難
病
連
事
務
局
の
立
場
か
ら

み
る
と
患
者
会
の
活
動
が
低
迷
し
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
う
。ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体

の
活
性
化
や
組
織
化
強
化
な
ど
基
本
的
な

あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
感
想
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

（
6
月
21
・
22
日
）

（
6
月
28
・
29
日
）

病気を科学的に知る

生きる力・励まし合い

知識・知識情報活用力

影響を与える、提言する

実績・社会的認知度・信頼度

患者会の人材

財政力量

連携・提携

協働・多業種・セクターとの提携

結束力（要求共有の度合い）、
数の力、行動力

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10



 活動レポート第15回（2008）

患
者
の
悩
み
や
不
安
に
ど
う
対
応
す
る
か

「
相
談
員
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
を
検
討

第
8
回
　九
州
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
ｉｎ
　佐
賀
（
7
月
26
日
）

フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
も
設
け
て

活
発
に
意
見
交
換

第
11
回
　関
東
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
 ｉｎ
 
東
京
（
6
月
29
日
）

佐
賀
、
熊
本
、
福
岡
、
長
崎
の
4
県
か
ら
18

団
体
28
名
が
参
加
し
「
佐
賀
県
難
病
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
患
者
団
体
や
難
病
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て
」
。
参
加
者
の
大
半
が
患
者

か
ら
の
相
談
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
訴
え
て
く
る
不
満
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
対
応
の
仕
方
、
悩
み
や
ア
ド
バ
イ
ス
の

手
法
、
相
談
員
自
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
に

つ
い
て
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
し
ま

し
た
。「
患
者
の
悩
み
を
解
決
で
き
る
こ
と

は
少
な
い
。
話
を
聞
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、

同
じ
病
気
の
人
が
い
る
こ
と
で
の
励
ま
し

を
」「
本
当
に
こ
の
受
け
答
え
で
良
か
っ
た

の
か
い
つ
も
迷
い
が
残
る
」「
そ
れ
こ
そ
が

相
談
員
の
資
質
で
は
？
迷
い
が
あ
る
こ
と

は
大
切
。
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
危
な

い
」「
患
者
が
自
己
決
定
で
き
る
よ
う
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
」「
原
点
に
帰
り
、
常
に
今
、

病
気
に
な
っ
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
」

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。
そ
し
て
「
”相
談
員
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
“を
九
州
学
習
会
で
取
り
組
ん
で
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
」と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
、
患
者
団
体
の
相
談
員
が
共
有

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
国
で
も
試
み
が

な
く
、こ
れ
か
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
前
回
か
ら
の

試
み
で
あ
る
「
患
者
学
啓
発
劇
」
を
披
露

す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
大
爆
笑

の
な
か
に
当
事
者
な
ら
で
は
の
切
実
な

思
い
や
深
刻
な
問
題
が
込
め
ら
れ
、
益
々

磨
き
が
か
か
っ
た
啓
発
劇
と
な
り
ま
し
た
。

■あすなろ会　■板橋サンソ友の会

■CMT友の会　■天使のつばさ

■社会福祉法人小茂根の郷　

■NPO法人線維筋痛症友の会　

■（社）全国脊髄損傷者連合会

■全国慢性頭痛友の会　

■ポリオの会　■中枢性尿崩症の会

■NPO法人日本IDDMネットワーク

■（社）日本オストミー協会　

■竹の子の会　■やどかりの里　

■全国CIDPサポートグループ　

6
月
29
日
に
、
東
京
フ
ァ
イ
ザ
ー
本
社
で
、

第
11
回
関
東
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
第
10
回
（
P
3
参
照
）
同
様
に
、
6
月

22
日
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の「
C
M
T

友
の
会
」
の
大
竹
弘
哲
さ
ん
と
栗
原
久
雄

さ
ん
が
、「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
と
リ
ン
ク
さ
せ

て
、
患
者
が
抱
え
る
問
題
、
友
の
会
設
立

の
経
緯
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

C
M
T
（
シ
ャ
ル
コ
ー
・
マ
リ
ー
・
ト
ゥ
ー
ス
病

‥
遺
伝
性
運
動
感
覚
性
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
）

と
は
、
末
梢
神
経
が
損
傷
さ
れ
、
主
に
手
・

足
の
機
能
の
一
部
が
不
自
由
に
な
る
病
気

で
す
。
多
く
の
人
は
10
代
か
ら
症
状
が
現
れ
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
進
行
性
で
あ
る
こ
と
、

現
在
は
有
効
な
治
療
法
が
な
い
こ
と
、

ま
た
患
者
数
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

一
人
で
悩
み
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る
患
者

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
今
回
設
立
さ
れ

た
C
M
T
友
の
会
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
知
り
合
っ
た
患
者
同
士
が
オ
フ
会

な
ど
で
交
流
す
る
う
ち
に
、
患
者
団
体
の

必
要
性
を
認
識
し
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
患
者
が
前
向
き
に
生
活
で
き
る
よ

う
な
活
動
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

発
表
後
、
よ
く
似
た
病
気
と
さ
れ
る

C
I
D
P
（
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
ポ
リ

ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
）の
患
者
団
体
か
ら
、
連
携

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
い
う
呼
び
か
け

も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
お
互
い
に
相
談
し
あ
う
、ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
場
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
か
ら
、
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
最
後
に
話
し

合
っ
た
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。
話
題

と
な
っ
た
の
は「
厚
労
省
へ
の
会
報
送
付
な
ど

行
政
へ
の
働
き
か
け
」「
啓
蒙
活
動
の
必
要

性
」「
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
」

「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
課
題
」「
役
員
の

世
代
交
代
」
「
若
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世
代

へ
の
働
き
か
け
」
「
当
事
者
の
高
齢
化
に

向
け
て
の
活
動
」「
会
場
探
し
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

な
ど
で
、
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
も
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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体験的専門知識

5
月
の
あ
る
日
、
保
健
師
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
表
皮
水
泡
症
の

方
た
ち
（
約
20
名
）の
会
合
が
兵
庫
県
で
開
か
れ
、
患
者
さ
ん
と

そ
の
家
族
、保
健
師
さ
ん
、そ
し
て
私
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

表
皮
水
泡
症
は
難
病
特
定
疾
患
の
一
つ
で
す
が
、症
例
が
少
な
く
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
生
ず
る
困
難
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
方

も
、な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

入
浴
一
つ
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
身
体
中
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に

し
た
包
帯
を
取
っ
て
、よ
う
や
く
入
浴
。
包
帯
を
取
る
の
を
痛
が
っ
て

子
ど
も
が
泣
く
の
で
、ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
入
浴
を
終
え
る
と
薬
を
塗
っ
た
ガ
ー
ゼ
を
身
体
中
、
手
や

足
の
隅
々
ま
で
巻
い
て
い
く
。
入
浴
だ
け
で
4
〜
5
時
間
も
か
か

っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
フ
ラ
フ
ラ
、
と
い
う
話
に
皆
さ
ん
、

う
な
ず
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
な
ず
き
に
は
、
難
病
の

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
の
辛
さ
や
哀
し
み
と
い
っ
た
情
緒
的
な

思
い
へ
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
が
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
た

時
の
し
ん
ど
さ
の
体
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
の
中
の
お
母
さ
ん
が
「
私
は
時
々
、
入
浴
を
省
い
て
子
ど
も
と

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
そ
う
と
心
が
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」
と
発
言
さ
れ
、
皆
さ
ん
、「
あ
ぁ
、そ
う
い
う
方
法
も
あ
っ
た
の

か
・・・
」
と
ハ
ッ
と
さ
れ
た
様
子
で
す
。
ま
た
、40
歳
代
の
患
者
さ
ん

は
「
皮
膚
に
く
っ
つ
い
て
い
る
包
帯
を
無
理
や
り
剥
が
す
の
は
と
て

も
痛
い
か
ら
、
自
分
は
ぬ
る
め
の
温
度
に
し
て
包
帯
を
つ
け
た

ま
ま
入
浴
し
て
自
然
に
包
帯
が
取
れ
る
の
を
待
つ
ん
で
す
」
と
。

こ
れ
に
も
お
母
さ
ん
た
ち
は
「
そ
う
か
ぁ
・・・
」
。
他
に
も
「
包
帯
を

と
め
る
テ
ー
プ
は
○
○
が
付
き
や
す
い
し
は
ず
し
や
す
い
」「
ガ
ー
ゼ

は
×
×
が
い
い
」「
薬
は
何
を
？
」「
口
の
中
に
水
泡
が
で
き
て
モ
ノ

が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
は
ど
う
し
て
る
？
」「
自
分
で
針
で

突
い
て
水
泡
を
潰
し
ま
す
」「
ウ
チ
も
、そ
う
」「
や
っ
ぱ
り
そ
う

な
の
ね
。
そ
れ
し
か
な
い
の
ね
・
・
・
」
と
い
っ
た
具
体
的
で
体
験
的

な
話
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
日
々
の
試
行
錯
誤
の
経
過
や
結
果
と
い
っ
た
貴
重
な

情
報
が
、一
気
に
花
開
い
て
、皆
さ
ん
に
伝
わ
る
時
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
方
で
、間
違
っ
た
情
報
を
き
っ
ち
り
と
選
別
し
て
い
く
知
恵
も
持
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
□
□
と
い
う
お
水
を
勧
め
ら
れ

た
け
ど
、
関
係
な
か
っ
た
」「
漢
方
薬
は
ど
う
だ
ろ
う
？
」「
宗
教

を
勧
め
ら
れ
た
」「
民
間
療
法
に
飛
び
つ
く
の
は
危
険
」「
ど
こ
で

ど
う
い
う
風
に
ウ
チ
の
子
の
病
気
の
こ
と
を
知
っ
て
来
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
？
」
と
い
っ
た
話
も
現
実
的
で
す
。
こ
う
し
た
会
合
で
は
、

そ
う
い
っ
た
情
報
に
つ
い
て
も
充
分
に
語
り
合
わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う

語
り
合
い
の
中
か
ら
、
情
報
を
自
分
自
身
で
取
捨
選
択
し
て
い
き

ま
す
。
自
分
で
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
勇
気
が
要
り
ま
す

が
、そ
の
決
定
に
お
仲
間
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
会
合
の
終
わ
り
に
は
、「
今
日
は
皆
さ
ん
と
会
っ
て
話
が

で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。
今
日
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
に
も

呼
び
か
け
て
、
ま
た
、
会
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
。
今
度
は
自
分
た

ち
で
」
と
会
の
名
称
、
世
話
人
な
ど
も
概
ね
決
め
ま
し
た
。
次
回

か
ら
は
自
分
た
ち
の
会
と
し
て
の
活
動
で
す
。「
自
分
た
ち
の

病
気
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
が
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
、

そ
の
こ
と
を
み
ん
な
で
共
有
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
こ
う
」

と
い
う
姿
勢
に
主
体
性
が
表
れ
る
の
で
す
。

筆者紹介

体
験
し
た
か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と

ボ
ー
ク
マ
ン
（B

o
rk
m
a
n
,T
.

）
は
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
が
蓄
え
て
い
る
知
識

を
体
験
的
専
門
知
識
と
名
づ
け
て
、
専
門
家
が
保
有
す
る
専
門
的
知
識
に
匹
敵

す
る
、
と
主
張
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
一
例
で
す
。

特定非営利活動法人ひょうごセルフヘルプ支援センター
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第16回

リ
ウ
マ
チ
科
の
標
榜
な
ど
、

着
実
に
成
果
を
重
ね
る

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
は
、1
9
6
0
年

に
1
5
2
名
で
発
足
し
て
以
来
、
主
に

関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
医
療
・
福
祉
・
社
会

環
境
の
改
善
を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

1
9
7
0
年
に
は
社
団
法
人
と
な
り
、

リ
ウ
マ
チ
患
者
だ
け
で
な
く
、
専
門
医

や
医
療
関
係
者
が
多
数
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
1
9
7
7
年
の

世
界
リ
ウ
マ
チ
学
会
の
際
に
「
リ
ウ
マ
チ

白
書
」
を
発
行
し
て
以
来
、
5
年
ご
と

に
実
態
調
査
を
行
い
、
白
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
白
書
は
リ
ウ
マ
チ
患
者

の
現
状
が
的
確
に
把
握
で
き
る
と
し
て
、

医
療
関
係
者
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
6
年
の
「
リ
ウ
マ
チ
科
」
の
標
榜

も
、
学
会
と
協
力
し
て
実
現
し
た
成
果

の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ
ま
で
多
く
の
患
者

が
、
ど
の
診
療
科
に
行
け
ば
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
、病
状
を
進
行
・
悪
化

さ
せ
て
き
た
の
で
す
が
、「
リ
ウ
マ
チ
科
」

の
標
榜
に
よ
り
、
専
門
医
と
出
会
え
る

患
者
が
増
え
、
早
期
診
断
、
早
期
治
療

に
よ
り
進
行
・
悪
化
を
く
い
止
め
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、

診
療
科
見
直
し
で
リ
ウ
マ
チ
科
を
な
く

す
と
い
う
厚
生
労
働
省
の
通
達
に

対
し
て
、
リ
ウ
マ
チ
学
会
と
友
の
会
が

連
携
し
て
速
や
か
に
反
対
し
、
阻
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

リ
ウ
マ
チ
科
の
標
榜
が
、
医
療
側
に
と
っ

て
も
患
者
側
に
と
っ
て
も
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
の
証
明
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

2
0
0
0
年
に
は
、
私
た
ち
の
願
い

で
あ
っ
た
「
リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、

日
本
の
リ
ウ
マ
チ
治
療
・
研
究
の
中
心

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
リ
ウ
マ
チ
治
療
と
、

厳
し
い
社
会
環
境
の
時
代
へ

21
世
紀
に
入
り
、リ
ウ
マ
チ
医
療
は
新
た

な
時
代
を
迎
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
3
年
に
は
、骨
の
破
壊
を
抑
え
る

効
果
が
あ
る
生
物
学
的
製
剤
が
認
可

さ
れ
、
ま
た
人
工
関
節
置
換
術
な
ど
の

手
術
療
法
も
進
歩
し
、
治
療
の
選
択
肢

が
広
が
り
ま
し
た
。
も
は
や
「
治
ら

な
い
病
気
」
で
は
な
く
、「
寛
解
」「
治
る

か
も
し
れ
な
い
病
気
」
と
い
う
言
葉
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ウ
マ
チ

は
、
病
気
と
障
が
い
を
併
せ
も
っ
た

代
表
的
な
疾
患
と
言
わ
れ
、身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者
が
6
割
強
を
占
め
ま

す
が
、
若
い
世
代
で
は
、
新
し
い
治
療
に

よ
り
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
送
る
人
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、そ
の
一
方
で
、す
で
に
20
年
30
年

の
病
歴
を
も
ち
、
重
度
の
障
が
い
を

か
か
え
て
い
る
リ
ウ
マ
チ
患
者
に
と
っ
て

は
、大
変
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
2
0
0
6
年
の
診
療
報
酬
改
定

に
よ
り
、継
続
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
集
団
療
法
が
廃
止
さ
れ
、プ
ー
ル
療
法

等
の
場
が
閉
ざ
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

福
祉
面
で
は
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い

て
、関
節
リ
ウ
マ
チ
の
場
合
の
介
護
サ
ー

日
本
の
リ
ウ
マ
チ
患
者
は
約
70
万
人
と
い
わ
れ
、未
だ
に
発
症
原
因
は
解
明
さ
れ
ず
、患
者
の
多
く
は
慢
性
的
に
進
行
・
悪
化
す
る
病
気
と

闘
い
、痛
み
と
機
能
低
下
の
中
で
、長
期
間
の
療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
、こ
う
し
た
リ
ウ
マ
チ

患
者
の
療
養
環
境
の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、50
年
近
い
歴
史
を
も
ち
、日
本
の
代
表
的
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
と
し
て

着
実
な
歩
み
を
積
み
重
ね
て
き
た
「
社
団
法
人
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
」
の
お
話
を
、会
長
の
長
谷
川
三
枝
子
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

社
団
法
人

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
会

長

　

長

谷

川

三

枝

子



ビ
ス
や
認
定
度
等
の
問
題
が
解
決
さ
れ

ぬ
ま
ま
、
保
険
料
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

負
担
だ
け
が
増
え
、
さ
ら
に
、
障
害
者

自
立
支
援
法
の
中
で
の
利
用
者
負
担
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
、
患
者
の

経
済
生
活
の
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
は
、高
齢
化
し
た
リ
ウ
マ
チ

患
者
も
心
配
な
く
生
活
し
て
い
け
る

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
私
た
ち
は
、

も
っ
と
患
者
の
声
を
医
療
政
策
決
定
の

場
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
活
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
患
者

自
身
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
医
療
情
報

を
も
ち
、
自
分
で
治
療
法
を
選
べ
る

だ
け
の
「
患
者
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
ウ
マ
チ
友
の
会
と
し
て
の
、

今
後
の
課
題

友
の
会
で
は
、2
0
1
0
年
に
設
立
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
2
0
0
9
年
に
は
、

リ
ウ
マ
チ
患
者
の
実
態
調
査
を
実
施

し
、白
書
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
新
し
い
治
療
に
よ
る
成
果

と
、そ
の
一
方
で
高
齢
化
や
厳
し
い
社
会

環
境
な
ど
、従
来
と
は
異
な
る
リ
ウ
マ
チ

患
者
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
全
国
各
地
で
総
会
・
全
国

大
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
施
設

や
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

進
み
、
患
者
の
社
会
参
加
が
活
発
に
な

っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、都
市
と

地
方
の
医
療
格
差
は
歴
然
と
し
て
い
ま

す
し
、地
域
に
よ
っ
て
医
療
情
報
の
不
足

や
、
病
気
に
対
す
る
偏
見
も
あ
り
、

患
者
自
身
の
考
え
方
も
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
国
組
織
の
団
体
運
営
に

お
い
て
は
、「
都
会
の
発
想
で
考
え
な
い

で
ほ
し
い
」
と
い
う
地
方
の
会
員
の
思
い

を
つ
ね
に
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

友
の
会
全
体
と
し
て
は
高
齢
化
も
ひ
と
つ

の
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
役
員
や
委
員

の
体
調
が
急
に
悪
く
な
り
活
動
で
き
な

く
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、本
部
・
支
部

の
連
絡
を
密
に
し
、
毎
月
「
友
の
会

だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
お
互
い
の
活
動

状
況
を
把
握
し
あ
い
、
活
動
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
役
員
な
ど
の
健
康
の
問
題
は
、患
者

自
身
が
活
動
を
担
う
団
体
の
大
変
な

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
医
学
が
進
歩
し
、

軽
症
の
ま
ま
仕
事
な
ど
社
会
生
活
を

続
け
る
若
い
患
者
が
増
え
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
が
、団
体
運
営
と
い
う

観
点
か
ら
は
多
忙
な
会
員
が
増
え
、

人
手
不
足
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
も
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
益

法
人
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
公
益
社
団

法
人
に
移
行
す
る
た
め
の
手
続
き
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

団
体
と
し
て
は
、
そ
の
膨
大
な
事
務

手
続
き
が
と
て
も
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
・

運
営
や
、
こ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
他
の
団
体
と

交
流
し
、共
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
、成
果
も

あ
り
ま
し
た
。
最
近
の
患
者
の
中
に
は
、

団
体
に
は
入
会
せ
ず
、
専
門
医
の
所
在

や
障
害
者
手
帳
の
取
り
方
な
ど
、
必
要

な
情
報
が
得
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と

考
え
る
人
も
い
ま
す
。
確
か
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
情
報

を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
膨
大
な

情
報
の
中
か
ら
、本
当
に
正
し
い
情
報
、

自
分
に
必
要
な
情
報
を
選
択
し
て
い
く

に
は
、や
は
り
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の

蓄
積
や
サ
ポ
ー
ト
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
ら
の
団
体
運
営
で
精
一
杯
で
あ
っ
た

日
本
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
が
、
連
携

し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
医
療
や

行
政
の
対
応
も
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
医
学
の
進
歩
や
社
会
環
境
の

変
化
を
見
極
め
る
た
め
に
、ヘ
ル
ス
ケ
ア

関
連
団
体
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

ま
た
、
団
体
同
士
の
つ
な
が
り
も
よ
り

重
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
ど
ん
な

時
代
と
な
っ
て
も
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体

は
、
患
者
に
と
っ
て
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

い
う
思
い
を
も
っ
て
、こ
れ
か
ら
も
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
組
織
の
概
要

社
団
法
人
　
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

■
設
　
立
/
1
9
6
0
年
5
月

■
会
員
数
/
約
2
0,
0
0
0
人

主

な

事

業

●療養誌「流」、リウマチ白書

■
リ
ウ
マ
チ
の
啓
発
活
動

■
療
養
誌
「
流
」
の
発
行
（
年
間
5
回
）

■
年
1
回
の
総
会
・
大
会
の
開
催

■
全
国
47
支
部
で
は
医
療
講
演
会
や

　
相
談
会
な
ど
を
開
催

■
療
養
医
療
相
談
事
業
の
実
施

■
自
助
具
の
研
究
・
紹
介
・
頒
布

■
リ
ウ
マ
チ
白
書
発
行

■
リ
ウ
マ
チ
手
帳
の
配
布

　
（
診
療
経
過
や
検
査
結
果
を
記
録
）

■
災
害
時
の
心
得
や
災
害
時
リ
ウ
マ
チ

　
患
者
さ
ん
支
援
事
業
参
画
医
療
機
関

　
の
情
報
提
供



っ
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
と
医
療
関
係
者
が

理
解
し
て
い
る
こ
と
の
ず
れ
は
ど
こ
な
の
か
を
考
え
、

主
観
的
な
つ
ら
さ
や
苦
し
み
、
苦
々
し
い
感
情
の

吐
露
と
は
ひ
と
味
ち
が
う
客
観
的
な
表
現
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
書
く
の
が
大
変
難
し
い
書
籍
で

あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

制
作
チ
ー
ム
の
中
心
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
者
と

患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
関
東
学
習
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、

他
に
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
、
医
師
、
看
護
師
、

福
祉
な
ど
の
専
門
職
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
会
（
V
H
O
‐
n
e
t
）な
ど
、

多
種
多
様
な
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
（
表
1
）。

そ
の
1
人
、
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
情
報

医
療
学
を
研
究
し
て
い
る
酒
巻
哲
夫
教
授
は
「
2
年

以
上
に
わ
た
っ
て
議
論
を
重
ね
、多
く
の
疾
患
を
網
羅

す
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

医
療
を
提
供
す
る
者
と
受
け
る
者
が
、
教
科
書
を

作
る
た
め
に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

自
体
、大
変
画
期
的
な
こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
出
版
は
す
ん
な
り
実
現
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
患
者
さ
ん
が
医
師
に
教
え
る
」
と

い
う
前
例
の
な
い
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
た
め
、
医
学
系

「
医
学
の
教
科
書
は
、医
師
や
専
門
家
が
書
く
も
の
」

と
い
う
常
識
を
覆
し
、「
患
者
さ
ん
が
医
療
関
係
者

用
の
教
科
書
を
執
筆
す
る
」
と
い
う
過
去
に
例
を

見
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
制
作
さ
れ
て
い
る
書
籍
が
、

「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
医
学
の
教
科
書
と
は
、疾
患
を
科
学
的
に

解
説
す
る
も
の
で
あ
り
、そ
こ
に
患
者
さ
ん
の
視
点

や
立
場
を
盛
り
込
む
、と
い
う
発
想
は
存
在
し
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
教
科
書
の
記
述
に
は
、
患
者
さ
ん
の

体
験
や
思
い
な
ど
の
「
率
直
な
声
」
や
、実
際
に
起
こ
る

症
状
に
つ
い
て
の
現
実
感
や
表
現
が
乏
し
か
っ
た
の

で
す
。
そ
の
た
め
、
患
者
さ
ん
が
自
ら

感
じ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
言
葉

と
、
医
師
が
使
う
医
学
用
語
と
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
、
診
断
や
治
療
に

影
響
を
与
え
る
と
い
う
側
面
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
医
師

や
看
護
師
、
そ
し
て
今
教
育
を
受
け

て
い
る
医
療
系
の
学
生
と
い
っ
た
方
々

が
患
者
さ
ん
と
よ
り
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
く
一
助
と
な
る
べ
く
、

こ
の
書
籍
の
企
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
 
 
 
 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
執
筆
す
る
患
者

さ
ん
に
は
、
何
を
伝
え
る
こ
と
が
医
療

関
係
者
の
役
に
立
つ
の
か
、体
に
起
こ

患者が
作る

医学の
教科書

来春の出版を目指す「患者が作る医学の教科書」。

そのプロジェクト会議が2008年7月に行われ、

看護師向け雑誌への連載経過と、書籍出版に

向けての具体的な取り組みが話し合われました。

　　患者さん自らの経験を基に、
  医学の教科書を!!

「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書
」と
は

そ
の
端
緒
は
、
看
護
師
向
け
雑
誌
へ
の

掲
載
か
ら
始
ま
っ
た

多
彩
な
顔
ぶ
れ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

7月30日に行われたプロジェクト会議
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出
版
社
に
は
次
々
と
出
版
を
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
少
し
視
点
を
変
え
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

看
護
師
向
け
の
雑
誌
・
書
籍
等
を
手
が
け
る
出
版
社

に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
の
（
株
）
日
総
研
が

出
版
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
読
者
の
反
応

を
見
る
た
め
に
も
、

書
籍
化
に
先
駆
け
て

ま
ず

自

社
で
刊

行

す
る
看

護

師

向
け

雑
誌
へ
の
掲
載
を
申
し

出
て
く
れ
た
の
で
す
。

掲
載
の
最
初
を
飾
っ
た

の
は
、
患
者
と
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
い
た
「
中
枢
性
尿
崩

症
の
会
」
の
大
木
里
美

さ
ん
で
し
た
。
大
木
さ

ん
に
続
い
て
糖
尿
病
、

乳
が
ん
と
い
っ
た
疾
患
の
患
者
さ
ん
が「
月
刊
ナ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー
」
、「
隔
月
刊
が
ん
け
あ
ナ
ビ
」
な
ど
に
次
々

と
原
稿
を
提
供
し
て
い
き
ま
し
た（
表
2
）。

症
状
も
原
因
も
、患
者
さ
ん
の
生
活
も
千
差
万
別
で

あ
る
疾
患
を
書
籍
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
に
は
大
き

な
困
難
が
伴
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
自
身
に
よ
る
執
筆

活
動
は
、
痛
み
や
病
状
に
左
右
さ
れ
る
場
合
も
多
い

た
め
、
本
人
の
負
担
が
大
き
く
速
や
か
な
進
行
は

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が
思
い
を

こ
め
て
執
筆
し
た
原
稿
に
対
し
て
修
正
を
依
頼

す
る
際
も
、「
思
い
」
を
否
定
さ
れ
た
と
い
う
誤
解
が

生
じ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
制
作
を
円
滑
に
進
行
さ
せ
て
い
く
た
め

の
方
法
が
熱
心
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
雑
誌
掲
載

時
の
経
験
に
基
づ
き
、
酒
巻
教
授
は
そ
の
ポ
イ
ン
ト

を
「
修
正
を
依
頼
す
る
と
き
に
は
、
実
際
に
会
っ
て

こ
ち
ら
の
真
意
を
伝
え
、
な
お
か
つ
先
方
の
思
い
を

く
み
取
る
こ
と
」
と
説
い
て
い
ま
す
。
原
稿
の
中
に

よ
く
わ
か
ら
な
い
文
章
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
直
接

本
人
か
ら
そ
の
真
意
を
聞
く
と
納
得
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
ま
ま
あ
り
、「
そ
の
場
合
は
、あ
え
て
修
正
せ
ず

患
者
さ
ん
の
意
向
を
優
先
さ
せ
る
の
で
す
が
、
そ
ち

ら
を
優
先
さ
せ
す
ぎ
る
と
、
今
度
は
読
み
手
に
わ
か

り
に
く
い
文
章
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後

は
編
集
側
が
ど
こ
ま
で
文
章
に
手
を
入
れ
る
の
か
、

ど
う
や
っ
て
書
き
手
、読
み
手
と
も
に
納
得
す
る
文
章

に
し
て
い
く
の
か
、そ
の
方
法
論
が
課
題
」
と
、
制
作

プ
ロ
セ
ス
を
総
括
し
て
い
ま
す
。

患
者
団
体
に
と
っ
て
も
、
医
療
関
係
者
に
と
っ
て
も
、

そ
し
て
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
て
き
た
ヘ
ル
ス

ケ
ア
関
連
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
会
に
と
っ
て
も
、

新
ら
し
い
医
療
を
実
現
す
る
可
能
性
を
も
つ「
患
者

が
作
る
医
学
の
教
科
書
」
の
完
成
が
、一
歩
一
歩
、
進
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

今
後
の
課
題
は
、
執
筆
者
の
思
い
を

損
な
わ
な
い
編
集
の
実
現

表2：～現在までのプロジェクトの活動～

2006年10月　  第6回ヘルスケア関連団体ワークショップ内で企画の打診

2006年12月　  世話人会およびワークショップ準備委員会で協力依頼

2007年  1月　  中枢性尿崩症の作成見本原稿完成

2007年  5月　  患者が作る医学の教科書　プロジェクト発起人一同で打ち合わせ

2007年  7月　  第1回意見交換会

2007年10月　  第7回ヘルスケア関連団体ワークショップ内で執筆を打診

2008年  1月　  中枢性尿崩症の作成見本完成(第4版)

2008年  2月　  執筆者用の作成プロセス完成

2008年  5月～   「月刊ナースセミナー」「隔月刊　がんけあナビ」掲載開始

　月刊ナースセミナー6月号「中枢性尿崩症・中枢性尿崩症（CDI）の会」大木里美さん

　                             7月号「㈵型糖尿病・IDDMネットワーク」陶山えつ子さん

　                             8月号「てんかん・日本てんかん協会」吉成真基子さん

　がんけあナビ6号「白血病・血液疾患患者さんと家族の会　晴れの会」堀田めぐみさん

　                   7号「乳がん・あけぼの会」富樫美佐子さん

 ▲「月刊ナースセミナー」に掲載された記事

月刊ナースセミナー、
原稿依頼書、作成見本

▲

表1：患者が作る医学の教科書
　　プロジェクトメンバー（敬称略）

岩本ゆり　NPO法人楽患ねっと副理事長

大木里美　中枢性尿崩症の会　副代表兼関東支部長

大竹弘哲　公立七日市病院 神経内科医長　

北村  聖　東京大学 医学教育国際協力センター教授

加藤眞三　慶應義塾大学 看護医療学部・医学部教授

松下令子　埼玉医科大学　保健医療学部看護学科教授

高畑  隆　埼玉県立大学 保健医療福祉学部社会福祉科教授

酒巻哲夫　群馬大学 医学部附属病院　医療情報部教授

藤江茂明　日本コンチネンス協会　事務局長

池辺成人　（株）日総研出版　大阪デスク長

喜島智香子　ファイザー（株）コミュニティー・リレーション部



医療者と患者さんとのコミュニケーションを円滑に進めていくために、

医学教育の現場では、模擬患者を相手にした医療面接実習や臨床技能

評価試験が注目されています。しかし教育効果が高い面接実習を行う

ためには入念な準備が必要なことから今回は、コミュニケーション

トレーニングの土台となる、事前準備にスポットをあててご紹介します。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

協
力
す
る
模
擬
患
者
の
取
り
組
み

受
講
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
キ
ル
を
、
学
ん
だ
経
験
の
な
い
ベ
テ

ラ
ン
医
師
に
も
ぜ
ひ
習
得
し
て
欲
し

い
、
ま
た
、
忙
し
い
開
業
医
が
仕
事
を

休
み
、
受
講
料
を
払
っ
て
で
も
参
加

し
た
い
と
考
え
る
ほ
ど
価
値
の
あ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
し
た
い
、と
い
う
思
い

だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、患
者
に
な
り

き
っ
た
S
P
が
、あ
ら
か
じ
め
設
定
し

て
お
い
た
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
、受
講
し

た
医
師
と
会
話
し
、
相
手
の
態
度
・

表
情
・
言
葉
遣
い
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
の
時
の
気
持
ち
や
印
象
を
、
面
接

終
了
後
に
そ
の
場
で
「
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
」
と
し
て
伝
え
ま
す
。
S
P
が

演
技
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の

臨
床
現
場
に
近
い
形
で
実
習
が
で
き
、

ま
た
受
講
者
は
S
P
が
感
じ
た

　　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
・

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
?

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（C

S
T

‥C
o
m
m
u
n
ic
a
tio
n
 

S
k
ill T

ra
in
in
g

）
と
は
、
聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
科
大
学
救
急
医
学
の
箕
輪

良
行
教
授
、
松
村
医
院
の
松
村
真
司

院
長
を
中
心
に
、
臨
床
医
や
、
医
学

教
育
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家

な
ど
、
多
分
野
の
人
材
が
集
ま
っ
て

開
発
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
で
、受
講
者

と
な
る
医
師
が
、
模
擬
患
者
（S

P

‥

S
im
u
la
te
d

　Pa
tie
n
t

）
と
実
際
の

診
療
場
面
さ
な
が
ら
の
医
療
面
接

（
い
わ
ゆ
る
問
診
）を
行
う
実
習
で
す
。

箕
輪
・
松
村
の
両
氏
は
C
S
T
開
発
の

動
機
を
、「
研
修
医
で
す
ら
卒
業
前
に



●箕輪良行教授（聖マリアンナ医科大学救急医学）

●松村真司さん（松村医院院長）

”患
者
“の
気
持
ち
や
本
音
を
す
ぐ

聞
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
大
き
な

教
育
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

　
実
現
す
る
た
め
に
は
、

　
模
擬
患
者
の
協
力
が
重
要

し
か
し
こ
う
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
実
は

本
番
以
上
に
、
そ
の
準
備
に
労
力
を

傾
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
案
外

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、

2
0
0
8
年
6
月
15
日
に
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
「
高
槻
臨
床
医
療
研
修

会
」
を
実
施
す
る
ま
で
の
事
前
準
備

を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
前
準
備
は
、
C
S
T
の
主
要
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
シ
ナ
リ
オ
作
り
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
今
回
は
、
研
究
会
の

趣
旨
や
主
催
者
の
要
望
を
反
映
し
、

「
60
歳
女
性
、
イ
ン
ス
リ
ン
導
入
が

す
ぐ
に
必
要
な
糖
尿
病
の
患
者
」
と

い
う
設
定
で
シ
ナ
リ
オ
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

S
P
を
務
め
る
人
た
ち
の
選
定
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
S
P
を
プ
ロ
の
役
者
に
依
頼
す

る
方
法
も
あ
る
の
で
す
が
、
C
S
T

で
は
リ
ア
リ
テ
ィ
や
説
得
力
を
重
視

し
、
乳
が
ん
の
患
者
団
体
「
あ
け
ぼ
の

会
」
の
協
力
を
得
て
、
本
当
の
患
者

経
験
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
望
む
前
に
、

S
P
候
補
の
方
々
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
も
必
要
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
研
修
な
し
で
S
P
を
演
じ
た

場
合
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
受
講
生
を

責
め
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
傷
つ
け

て
し
ま
い
、教
育
効
果
が
上
が
ら
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

今
回
の
S
P
予
定
者
の
下
川
恵
子

さ
ん
と
宇
田
川
光
子
さ
ん
は
、「
S
P

を
演
じ
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
が
、

C
S
T
に
よ
っ
て
何
か
を
学
び
と
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
考
え

る
医
師
が
少
し
ず
つ
で
も
増
え
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
参
加
を
希
望
し
た
」

そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、シ
ナ
リ
オ
の
完
成
度
を
高
め

る
た
め
に
、
C
S
T
主
要
メ
ン
バ
ー
が

受
講
す
る
医
師
役
と
な
っ
て
S
P
と

面
接
を
行
い
、
言
葉
使
い
や
検
査

数
値
と
い
っ
た
デ
ィ
テ
ー
ル
も
含
め
、

シ
ナ
リ
オ
の
整
合
性
や
現
実
性
に

つ
い
て
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
検
討

と
修
正
を
行
い
ま
す
。

最
後
に
、こ
う
し
た
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
受
講
者
側
に
と
っ
て
き
わ
め
て

大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
る
た
め
、よ
い

雰
囲
気
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で

き
る
よ
う
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も

分
単
位
で
細
か
く
検
討
・
調
整
す
る

配
慮
を
行
っ
て
、や
っ
と
本
番
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
取
材
を
終
え
て

今
回
の
取
材
か
ら
、
本
番
の
C
S
T

を
成
功
さ
せ
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
の
力
と
、
入
念
な
準
備
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

最
近
は
、
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
医
師
の
関
心

も
高
く
、
ま
た
S
P
と
し
て
医
学

教
育
に
か
か
わ
る
活
動
が
患
者

団
体
の
地
域
学
習
会
な
ど
で
話
題

に
な
る
な
ど
、こ
の
分
野
へ
の
期
待
は

膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

医
療
者
全
体
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
キ
ル
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
そ
の
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

く
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
で
す
が
、
C
S
T
が
、そ
の
実
現
の

た
め
の
1
つ
の
答
え
に
な
る
、そ
ん
な

手
ご
た
え
を
感
じ
た
取
材
で
し
た
。



「全国パーキンソン病友の会」では、今まであまりクローズアップ

されることがなかった“男性による介護”に焦点をあて、

会報特別号「介護体験集  男の介護」

の発行を企画しています。

今回は、発行に携わっている相談役の

河野都さんにお話をお聞きしました。

会の運営に役立つハウツー集

「介護体験集 男の介護」を発行
今まで語られなかった男性介護者の思いを集めて

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、

介
護
者
の
負
担
が
き
わ
め
て

大
き
い
疾
患

脳
で
作
ら
れ
る
ド
ー
パ
ミ
ン
が
減
少
し

て
起
こ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
病
因
が

特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、治
療
法
も
確
立
さ

れ
て
い
な
い
難
病
（
特
定
疾
患
）
で
す
。

主
に
50
才
以
降
に
多
発
し
、日
本
で
の
患
者

数
は
約
12
万
人
、
男
女
比
は
ほ
ぼ
同
等

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
症
状
は
、

ふ
る
え
、
筋
肉
の
固
縮
、
動
作
の
緩
慢
、

姿
勢
保
持
障
害
な
ど
が
あ
り
、発
症
し
た

際
の
症
状
、
程
度
は
人
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
高
齢
で
発
症
す
る
上
に
、

症
状
も
さ
ま
ざ
ま
、し
か
も
進
行
の
速
度

も
予
測
で
き
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
介
護

に
あ
た
る
人
は
、患
者
さ
ん
と
同
等
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
の
大
き
な
負
担
を
強
い

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
で
発
症
す
る

た
め
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る

老
老
介
護
問
題
に
も
直
結
し
て
い
ま
す
。

女
性
中
心
だ
っ
た
介
護
に
、

男
性
の
視
点
を
加
え
る

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
で
は

2
0
0
6
年
、
女
性
の
介
護
者
の
体
験

集
「
二
人
三
脚
の
声
・
声
」
を
制
作
・
配
布

し
、
介
護
者
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、そ
の
続
編
と
し
て
男
性
の

介
護
者
の
体
験
集
「
男
の
介
護
」
を
発
行

す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

「
妻
が
病
気
に

な
っ
た
時
の

思
い
」
や
「
進

行
す
る
病
気

と
介
護
の
実

態
」「
友
の
会

や
仲
間
へ
の

感
謝
」
な
ど
が

つ
づ
ら
れ
、難
病

で
あ
る
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の

療
養
介
護
の

現
状
や
課
題
、

高
齢
化
す
る

家
族
の
状
況

な
ど
が
男
性

の
視
点
か
ら

語
ら
れ
て
い

ま
す
。

刊
行
に
あ
た

っ
て
河
野
さ
ん
は
、「
私
自
身
、パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
夫
の
介
護
で
大
変
な
思
い
を

し
ま
し
た
。
し
か
し
男
性
の
介
護
に
は
、

女
性
の
介
護
と
は
異
な
る
苦
労
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

原
稿
か
ら
は
、妻
を
き
れ
い
に
し
て
や
り

た
い
と
身
だ
し
な
み
に
細
か
く
気
を
配

る
姿
や
、
最
新
の
機
器
を
活
用
す
る

工
夫
な
ど
、男
性
ら
し
い
介
護
の
特
徴

●河野さん（右）と事務局スタッフの金平さん（左）

「介護体験集  男の介護」について

編集人　全国パーキンソン病友の会  医療・介護部
イラスト　北島健次郎・悦子
執筆者　全国パーキンソン病友の会　会員

●全国パーキンソン病友の会  第32回全国総会



知 恵 の 泉
第14回

も
見
ら
れ
、女
性
の
介
護
者
の
参
考
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
実
際

は
、男
女
問
わ
ず
多
く
の
介
護
者
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
男
の
介
護
」
を
企
画
し
た

背
景
に
あ
る
思
い

「
介
護
体
験
集
　
男
の
介
護
」
の
制
作
は

当
初
、
会
報
誌
編
集
長
の
北
島
健
次
郎

さ
ん
と
副
会
長
の
高
橋
忠
郎
さ
ん
の

お
2
人
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
だ
っ
た

奥
さ
ん
の
介
護
に
直
接
携
わ
っ
て
い
た

高
橋
さ
ん
が
、2
0
0
8
年
6
月
に
急
逝

さ
れ
た
の
で
す
。
高
橋
さ
ん
は
、ご
自
身

の
体
験
か
ら
も
、「
男
の
介
護
」
の
実
態

を
世
の
中
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
思
い
が
特
に
強
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
彼
を
偲
ぶ
意
味
で
も
絶
対

に
発
行
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
現
在
は

北
島
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
、
今
秋
の

発
行
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
題
共
有
、
問
題
提
起
の

ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
高
齢
発
症
が
多
い

た
め
、介
護
す
る
側
も
60
代
か
ら
80
代
の

高
齢
者
が
中
心
で
す
。
こ
の
年
代
の
男
性

は
、「
男
子
厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う

家
父
長
制
度
の
風
潮
が
濃
い
時
代
に

育
ち
、
そ
の
後
、
高
度
成
長
の
中
で
働
き

に
働
き
、家
事
や
近
所
づ
き
あ
い
の
経
験

も
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
た
方
々
で
す
。

そ
の
よ
う
な
男
性
が
妻
の
介
護
に
直
面

し
た
場
合
、炊
事
や
食
事
・
入
浴
と
い
っ
た

介
護
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

河
野
さ
ん
は
「
男
性
は
、
自
分
の
苦
労
を

話
し
た
が
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

ど
う
い
う
点
が
大
変
な
の
か
、何
が
問
題

な
の
か
な
ど
、わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
男
性
に
よ
る
介
護
の
問
題
に

つ
い
て
は
、ま
だ
入
り
口
に
さ
し
か
か
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
書
籍
が
、問
題
共
有

と
社
会
へ
の
問
題
提
起
の
第
1
弾
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
個
人
的
な
考
え
で
す
が
、男
性
介
護

者
の
実
態
調
査
を
実
施
し
た
、
立
命
館

大
学
男
性
介
護
研
究
会
代
表
者
の
方
々

に
も
声
を
か
け
て
、連
携
し
て
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
取
材
を
終
え
て

介
護
の
問
題
は
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
だ
け

で
な
く
他
の
疾
患
や
障
害
に
共
通
す
る

問
題
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、

男
女
を
問
わ
ず
誰
も
が
直
面
す
る
問
題

で
も
あ
り
ま
す
。「
男
の
介
護
」
発
行
に

よ
り
世
の
中
に
新
し
い
介
護
の
視
点

が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
全
国

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
の
活
動
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

会
員
数
　
6,
3
0
0
名

結
　
成
　
1
9
7
6
年

●第1回全国卓球大会

●全国パーキンソン病友の会  第32回全国総会
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情報提供、協力

また、「うちの団体に取材に来て」と
いう依頼も随時受けています。

連絡先は左記のファイザー（株）コミュニ

ティー・リレーション部までお願いします。

多くの皆様からのご連絡をお待ちして

おります。

書籍紹介

イベント情報

「情報ひろば」では、HP、書籍、
イベント等に関する情報を

掲載しています。

「まね
きねこ

」は、

読者の
みなさ

まから
の

情報提
供を歓

迎します
。

■社団法人日本オストミー協会
「第6回アジアオストミ－協会大会（AOA東京大会2008）」
平成20年11月14日～16日
テーマ：「アジアのオストメイトのQOL向上をめざして」
会場：オリンピック記念青少年総合センタ－
お問い合わせ：社団法人日本オストミー協会本部
TEL. 03-5670-7681 　参加予定：海外50名、国内250名

■ポリオの会
健康科学大学にて模擬患者活動
10月18日（土）・19日（日）
定例会　
11月15日（土）　
テーマ：「赤坂清和先生のリハビリ指導」　
場所：上野東京文化会館予定

第24回日本義肢装具学会学術会大会にてブース展示
11月29日（土）・30日（日）
文京学院大学にて模擬患者活動
12月13日（土）

■�『賢い患者になるために』
～知ってください乳癌のこと　
　　わかってください治療のこと～
乳がん治療は日進月歩であり、患者も治療法
を選択できる時代へと移ってきました。小冊子
『賢い患者になるために』は治療の関連と治療
の必要性をまとめた冊子です。患者様はもと
よりそのご家族にも読んでいただき、治療
段階での身体の変化を知っていただきたいと考え発行いたしま
した。また、乳がん患者でない一般の方もご一読いただくことで
乳がんという病気を理解していただければ幸いです。
●定価：1,000円（送料別）　お問い合わせ先：患者会ピンクのリボン
事務局　高橋まで　TEL.090-7790-1686（20:00～22:00）

 ■『恋するようにボランティアを』
「ボランティアでお願いします」は、日本ではふつう、
「タダでやってね」という意味です。でも、英語のボラン
ティアには「無料で」という意味はまったくありません。
語源は、ラテン語のウォロ（Ｖｏｌｏ）で「喜んで～する」
「進んで～する」「志す」という意味です。「ボラン
ティア」の日本語訳の中で、私がもっとも素敵だと
思うのは「ほっとかれへん」「がまんでけへん」。
大阪ボランティア協会事務局長の早瀬昇さんの

訳です。震災にあった人たちをなんとかしたい…抑えきれない
思いに突き動かされて、人はボランティアになります。
●出版：ぶどう社　著者名：大熊 由紀子 
定価：1,680円（税込み）　発行年月：2008年4月

■『条例のある街』
障害のある人もない人も暮らしやすい時代に
この本は、千葉県で「障害のある人もない人も
共に暮らしやすい千葉県づくり条例」を取り
まとめた研究会の座長である野沢和弘氏が、
条例の検討内容と県議会での議決までを
記録したものです。どうして「障がい者を差別
しない」ということが、社会全体に拡がっていかなかったのかを
調べると共に、差別している側の意見を十分に取り入れていな
かったことを反省し、具体的に検討しました。 
●出版：ぶどう社　著者名：野沢 和弘
定価：1,785円（税込み）　発行年月：2007年1月

■『ブレーメンの挑戦』
新福祉論が目指すまちづくり
本書は、2007年7月に施行された、
「障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり条例」
という、障がい者差別をなくすための条例が制定に至るまでの
紆余曲折を収録した、６年間の感動の軌跡です! 執筆者も福祉
事業で幅広くご活躍の大熊由紀子（元朝日新聞論説委員）
先生をはじめ、障がいを持つ当事者の方まで、多くの方に筆を
寄せていただきました。
●出版：ぎょうせい　編著者名：ブレーメンの挑戦編集委員会／編著 
定価：2,000円（税込み）　発行年月：2007年12月24日

今
月
号
は
地
域
学
習
会
の
活
動
報
告
を
い
つ
も
よ
り
多
く
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
地
域
学
習
会
報
告
会
を
初
め
て
開
催
し
、
各
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

医
療
と
の
関
わ
り
で
は
、
模
擬
患
者
（
S
P
）
の
練
習
プ
ロ
セ
ス
や

「
患
者
が
作
る
医
学
の
教
科
書
」（
仮
称
）を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
教
科
書
」
は
来
春
の
出
版
を

目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

COM148009A
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